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マングローブの昆⾍は意外な“⾷物網の鍵”？  

―捕⾷事例から⾒えた、⾒過ごされてきた役割の可能性― 
 

琉球⼤学熱帯⽣物圏研究センター ⻄表研
究施設の和智 仲是（わち なかただ）助教
は、同施設の成瀬 貫（なるせ とおる）准
教授、三重⼤学の鈴⽊紀之（すずき のり
ゆき）准教授、農研機構の⾺場友希（ばば 
ゆうき）上級研究員らとともに、沖縄県⻄
表島のマングローブで、昆⾍がさまざまな
⽣き物に⾷べられる場⾯を観察し、報告し
ました。マングローブは、熱帯・亜熱帯沿
岸に広がる特別な環境で、⿂やカニなど多くの⽣き物にとって⼤切な⽣活の場となって
います。しかし、そこで暮らす昆⾍の種類や、⾷物連鎖の中での役割はあまり知られて
いませんでした。昆⾍は陸上や淡⽔の⽣態系で重要な餌として利⽤されていますが、海
に近いマングローブでの役割はほとんど明らかになっていません。 
今回の観察は、将来、昆⾍の多様性を⻑期的にモニタリングする体制を確⽴することを

⽬標とした研究プロジェクトの中で、偶然得られた成果です。プロジェクトではトラッ
プを使ってマングローブやその周辺の昆⾍を継続的に調べており、その⽇常の観察の中
で、⿂やカニ、クモ、トンボ、ハチ、ハエなどが昆⾍を捕⾷する場⾯を記録することが
できました。これらの観察から、昆⾍がマングローブ内のさまざまな場所で、⽔⽣・陸
⽣の両⽅の⽣き物にとって餌になっている可能性が⽰されました。 
観察された捕⾷者や⾷べられた昆⾍の中には、マングローブ特有の種類もいれば、他の

環境でも暮らす種も含まれていました。こうした結果は、マングローブ⽣態系が多様な
機能を持ち、昆⾍がエネルギーや物質の流れに果たす役割の重要性を⽰す⼿がかりにな
ると考えられます。今回の成果はその理解の第⼀歩であり、今後は DNA メタバーコー
ディング（環境中など⽣物由来の DNA 断⽚をまとめて分析する⼿法）などの⼿法も活
⽤しながら、昆⾍がマングローブの⾷物連鎖をどの程度⽀えているのかをさらに詳しく
明らかにしていく予定です。 
本成果は、2026 年 1 ⽉ 6 ⽇付で、⽇本昆⾍学会が出版する国際学術誌 Entomological 

Science にオンライン掲載されました。 
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別紙 
＜発表概要＞ 
マングローブ（図 1）は、熱帯・亜熱帯の沿岸に広がる独特の⽣態系で、⿂類

や甲殻類などの重要な⽣活史の場として知られています。⼀⽅で、マングロー
ブに⽣息する昆⾍の多様性や、それらが⾷物網に果たす役割については、これ
まで⼗分に注⽬されてきませんでした（⽂献１）。昆⾍は陸上や淡⽔の⽣態系
で、さまざまな動物の餌として重要な役割を果たしていますが、マングローブ
を含む海洋⽣態系での役割はほとんど明らかにされていません。これまでにマ
ングローブでカニや⿂類が昆⾍を捕⾷する事例は報告されていますが（⽂献
２、３）、その実態は⼗分に理解されていないのが現状です。 
 
今回の成果は、沖縄県⻄表島のマングローブで、⻑期的な昆⾍多様性のモニ

タリング体制を確⽴することを⽬指して、和智助教・鈴⽊准教授が⽴ち上げた
研究プロジェクト（注１）の副次的な成果として得られました。現時点ではま
だ⼀時的な取り組みですが、トラップを⽤いたマングローブおよびその周辺環
境の昆⾍相の調査を継続的に試みています。「どんな種類の昆⾍がどのくらい
いるのか」という調査の⽇常的な観察の中で、予期せずマングローブ内で昆⾍
が捕⾷される場⾯を記録することができました。 
観察された捕⾷者と被⾷者の組み合わせは、⿂類（ミナミトビハゼ）とキリ

ギリスの仲間、甲殻類（キノボリベンケイガニ）とカメムシの仲間、クモ類
（フクログモ属の⼀種）とコオロギの仲間などがあり、さらに昆⾍どうしでも
ミツバチの仲間を捕⾷するトンボ類（コフキショウジョウトンボ）、ガの仲間
を捕⾷するアブ類（アオキンツヤイシアブ）、セミの仲間を捕⾷するギングチ
バチ類（リュウキュウスナハキバチ）、など多岐にわたりました（図 2）。こ
れらの観察は、樹幹や葉上、⽔⾯などマングローブ内のさまざまな微環境で⾏
われ、昆⾍が⽔⽣・陸⽣の捕⾷者の双⽅に利⽤されている可能性を⽰唆してい
ます。 
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図 1. 調査地の様⼦（⻄表島・船浦のマングローブ）（和智仲是撮影） 
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図 2. マングローブで昆⾍を餌として利⽤するさまざまな⽣き物（和智仲是撮
影） 
ヒルギササキリモドキを⾷べるミナミトビハゼ（左上）、ハラアカナナホシキ
ンカメムシを⾷べるキノボリベンケイガニ（中上）、ヒルギカネタタキを⾷べ
るフクログモの⼀種（右上）、セイヨウミツバチを⾷べるコフキショウジョウ
トンボ（右下）、ネッタイクロスジキノメイガを⾷べるアオキンツヤイシアブ
（中下）、モンハゴロモモドキを狩るリュウキュウスナハキバチ（右下） 
 
＜今後の展望＞ 
今回の観察では、マングローブ内での多様な捕⾷者による昆⾍の捕⾷事例を

記録しました。ほとんどの観察は偶発的で⼀度きりのものですが、今回記録で
きた捕⾷‒被⾷関係の多くは、調べた限りこれまで⽂献での記録がないもので
した。また、これらの観察はマングローブにおける⾷物網の理解に貴重なヒン
トを与えうると考えられます。そして、捕⾷者や被⾷者の中には、もっぱらマ
ングローブだけに⾒られる種（ハラアカナナホシキンカメムシ、ヒルギササキ
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リモドキ、ヒルギカネタタキ、アオキンツヤイシアブ、ネッタイクロスジキノ
メイガ）（例えば、⽂献 4）もいれば、コフキショウジョウトンボやセイヨウ
ミツバチのように幅広い環境に⽣息し、⽇和⾒的にマングローブを利⽤する種
もいました。この両⽅が存在することが、マングローブ⽣態系の多機能性を指
し⽰すものであり、昆⾍相や昆⾍をめぐる捕⾷−被⾷関係を継続的に観察して
いくことで、さらにマングローブ⽣態系の機能を明らかにしたり評価したりす
ることができるのではないかと考えています。 
マングローブは「森」と「海」の境界に位置する⽣態系ですが、そこに暮ら

す昆⾍の多様性や、彼らがエネルギーや物質の流れを⽀える役割を果たしてい
ることの重要性は、これまで⼗分に注⽬されてきませんでした。今回、昆⾍が
捕⾷される現場が複数記録されたことで、マングローブでも昆⾍がエネルギー
や物質の流れに実際に関与していることが⽰されました。今後は、直接の観察
による捕⾷頻度の把握だけでなく、DNA メタバーコーディング技術（注２）を
活⽤した種間関係の解析を通じて、マングローブにおける昆⾍の餌資源として
の重要性をさらに明らかにしていきたいと考えています。 
 
＜補⾜説明＞ 
 
1) 研究プロジェクト：和智助教と鈴⽊准教授が 2022 年に⽴ち上げ、2025 年

度からは共同で、科研費基盤研究（C）・課題番号 25K09163・課題名「マ
ングローブ環境における昆⾍類の環境指標性の検証」を実施している。
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-25K09163/ 
 

2) DNA メタバーコーディング技術：環境中の DNA（たとえば⼟壌・⽔・糞・
胃内容物などに含まれる⽣物由来の DNA 断⽚）をまとめて抽出し、特定の
遺伝⼦領域（DNA バーコード領域）を増幅して次世代シーケンサーで解析
することで、そこに含まれる多様な⽣物の種を⼀度に同定する⽅法（⽂献
５）。その環境中に住んでいる⽣物、餌として利⽤されている⽣物を網羅
的に調べることができる。 
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